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一般 的な ファイルREAD/WRITEに つ いて

山 岸 和 子 ※

ラベ ル な しのフ ァイルをア クセ ス したい とか分割型順編 成 ファイルの メンバ を複数個使 用 したい、

またフ ァイル のBloking,Deblockingを 行 ないたいな ど と、通常 のFORTRANで 取 扱 うこ とので

きないデー タのための一般 的なREAD/WRITE用 サ ブルーチ ンを作成 しました。

このルーチ ンは次の6つ か ら成 ってお り、それ ぞれ必要 に応 じた組合せ で使用 で きます。

FOPENフ ァ イルの定義 な らびにプ ロ グラム との結 合を行 な う。(OPEN)

FCLOSEフ ァ イル とプ ロ グラム との結合関係 を切 断す る。(CLOSE)

FREAD指 定 の領域に読込 む。

FWRITE指 定 の領域の 内容 を書出す。

FPOINT分 割 型順編成 ファイルの とき、READ/WRITEの 位 置 をメンバ の先頭 に

設定 す る。

MCLOSE分 割 型順編成 フ ァイル創成時 に、 メンバの終端処理 を行 な う。

1.FOPEN

。呼 出 し形式

CALLFOPEN(FDNAME,FCB,BUF,FORG,MACRF,FLTYP,ILL)

・パ ラメー タの説明

FDNAME… … ファイル定義名 を12文 字で定義す る。(英字 で始 まる、英数字 と.の 列 。)*

文 字 定数 または3倍 の配列。

FCB40語 の 配列。偶数 番地か ら始め るこ と。(例 題参照)

BUF偶 数 番地か ら始 まる配列。(例 題 参照)

READ/WRITE用 領 域なの で、1ブ ロッ ク分 の大 きさが必要。

FORG… … … 整定数 または整変数で次 の2通 りの値 を持つ

0… …順編 成 ファイル

1… …分割型順編成 フ ァイル

CALI、FOPEN(… … …,FLTYP,ILL,1)と す るとバ ッフ ァを2つ 使 ってREAD/WRITE

を行 な う。 この場 合BUFの 大 きさは2ブ ロッ ク分必要 。

※九州大学 大型計算機 セ ンター研究 開発部



MACRF… … 整定数 または整変数で次の4通 りの値 を持つ。

1… …READ指 定

2… …WRITE指 定

3… …FORMATWRITE指 定(大 記憶 でNEWFILE創 成 時)

4… …READお よ びWRITE指 定

FLTYP… … フ ァイル形式 を指 定す る。 整定数 または整変数 。

三…… 入力 ファイル として処理す る

2… … 出力 ファイル として処理す る。

3… … ア ップデー トフ ァイル として処理 す る

4… … 入力 ファイル処理 中に出力 ファイルに切 替 える。

5… …す でに書込 まれ てい るファイルに追加す る

ILL完 了 状態 を通知す る

0… ……正常 終了

101… … …FORGバ ラ メー タエ ラー

102… … …MACRFパ ラ メー タエ ラー

103… … …FLTYPパ ラ メー タエ ラ

100… … …OPENエ ラー

2.F:"CLOSE

・呼 出 し形式

CALLFCLOSE(FCB,ILL)

。パ ラメー タの説明

FCB40語 の配列 。FOPENで 正 常 終了 となった もの。

ILL完 了状態 を通 知す る。

0… …正常終 了

200… …CLOSEエ ラー

またFREAD,FWRITEの 後 仕末処理 のために

2,3,5,6の 値 となるこ ともある。

(詳 しくは、FREAD,FWRITEの 項 参 照)



3.FREAD

4.FWRITE

・呼 出 し形式

CALLFREAD(FCB,ILL,AREA)固 定 長READ

FREAD(FCB,ILL,AREA,BYTENO)不 定長READ

CALLFWRITE(FCB,ILL,AREA)固 定 長WRITE

FWRITE(FCB,ILL,AREA,BYTENO)不 定 長WRITE

・パ ラメー タの説明

FCBFCLOSEに 同 じ

ILLREADま た はWRITEの 完 了状 態 を通知 す る。

0… …正 常終 了

2… …READエ ラ ー

3… …WRITEエ ラー

5… … ボ リュー ム切 換 え時 のエ ラー(MT複 数 個 使用の場合)

6… …ENDOFFILE

AREA… … …1レ コー ド分の大 きさ を持 つ配列

READの 場 合は この領域 に1レ コー ドずつBUFか ら取 出す。

WRITEの 場 合 は この領域 の内容 を1レ コー ドずつBUFへ 移 す。

BYTENO… … 整定数 または整変数。 レ コー ド長 をバ イ トで指定す る。不 定長 の時 のみ必要 。

5.FPOINT

。呼 出 し形 式

CALLFPOINT(FCB,ILL,MBNAME)

・パ ラ メー タの説 明

FCBFCLOSEに 同 じ。

ILL完 了 状態 を通知 す る。0… …正 常終 了

301… … 指定 された メンバ名がデ ィレク トリ中に ない。

302… … 異常終 了(ハ ー ドエ ラー)

MBNAME… … 分 割型順編 成フ ァイルの メンバ名 を8文 字 で定義 す る。文字 定数又 は2語 の配列



6.MCLOSE

・呼 出 し形 式

CALLMCLOSE(FCB,ILL,MBNAME)

・パ ラメー タの説明

FCBFCLOSEに 同 じ。

ILL完 了状 態 を通知す る。

0… …正常終 了

401… … 既に 同名 の メンバが ある。追加変 更 しない

403… … デ ィレ ク トリ追加 の余裕 がない

404… … ハー ドエ ラー

406… …EOFを 書 き出す こ とがで きない。

また、FREAD,FWRITEの 後 仕末処理 のために 、2,3,5,6の

値 とな るこ ともあ る(FREAD,FWRITEの 項 参照)

MBNAME… 分 割 型順 編成 ファイルの メンバ 名 を8文 字 で定義す る。文字定数 又は2語 の配列。

これ らの6つ のルー チ ンと共に 、フ ァイルをア クセ スす る際には、FD文 によるフ ァイルの定義が

必要 です。 フ ァイル結合 時の ファイル定義 に必要 なパ ラメー タで、FOPENで 与 える もの以外につ

いては 、必 ずFD文 で指定 して下 さい。特 にRECFM,DEVD,TMODの 指 定 は忘 れ ないよ う

にす るこ と。 またBLKSIZEな らびにRCDSIZEの 指 定に も充 分注意 を払 って下 さい。

以下 にFD文 の指定 につ いて簡単 に説明 します 。

$FDフ ァ イル定義 名,FILE二(・ フ ァイル名),UNIT

VOL RECFM

RCDSIZE=1レ コー ドの大 きさ、BLKSIZE=1ブ ロックの最大 長,

フ ァイル定義名… …FLOPENの パ ラメー タFDNAMEと 同 じもの。

FILETEMP作 業 用 フ ァイル として使 用す る とき、SYSOUT指 定 が あ

る ときは必ず この指定 をす る。



NEW:新 し くフ ァイル を作 成

OLD:す で に作成 されてい るファイル を指定 す る とき

フ ァイル 名:TEMP指 定 した ときは英字 で始 ま り、英数字 と ・の12文

以内の文字列

UNIT磁 気 テー プ:新 しく作成す るファイルの ときはUNIT二E.013

す で に作成 され てい るときはUNIT=E.Ol1又 はE.012

大 記憶:SYSOUT指 定 をした ときはUNIT;F472K

:共 用 ボ リューム上 の専用 ファイル を読 む ときは

UNIT二E.040

VOLSYSOUT指 定 をした時 はVOL=WORK

共 用 ボ リュー ム上 の専 用 ファイル を読 む ときはVOL=(SPEC,EOOO40)

磁 気 テー プ:VOL二(SPEC,(ボ リュー ム通番,… …))

但 し 、LABELパ ラ メー タでNLを 指定 した場合 は このパ

ラメー タは不要

RECFM(F〔,B〕 〔,C〕):固 定 長 レ コー ド

(U〔,C〕):不 定 長 レコー ド

B:レ コー ドが ブ ロック化 されてい るとき記述す る

C:フ ァイルの最終媒 体が ライン プ リンタであ るとき先頭1バ イ トに

(注)

制 御 文字 を含む ときに記述す る

TMODフ ァ イル媒体 と主記憶間の情報転送 モー ド

8:8ビ ッ トモー ド(2語=9バ イ ト)

9:9ビ ッ トモー ド(2語=8バ イ ト)

RCDSIZE1レ コー ドの大 きさをバ イ トで記 述す る。

BLKSIZE'… ●・・'1ブ ロ ックの最 大長 をバイ トで記述す る。

8ビ ッ トモー ドの時 は9の 倍数

9ビ ッ トモー ドの時 は8の 倍数

指定す ること。

を

LABELSL:標 準 ラベル

NL:ラ ベ ル な し この場 合FILEパ ラ メター は不 必要。

F230-60シ ステム以 外で作 成 した磁気 テー プはほ とん どこの指 定 と

なる。

DEVDフ ァ イル媒体装 置 を指定 す るDA:大 記 憶 ファイル

TA:磁 気 テープ



SYSOUT… … ファイル をジ ョブ終 了後 、 システム出力装 置か ら出力すべ きこ とを指定す る。

PRINT:ラ イ ンプ リンタ

PUNCH:カ ー ドバ ンチ

REMOTE:端 末

この指定 をす る ときはFILEバ ラ メター にはTEMPを 指 定す るこ と。

DISPKEEP:こ のFD文 で定義 した ファイル を保存 したいとき。

DELETE;こ のFD文 で定義 した ファイ ル を消去 したい とき。

注:フ ァイル出力媒体 としてラインプ リンタを指定した場合、

何 ら指定 しなければ すべて1行 改行 となります。

行制御 を行ないたい ときは、RECFMにCを 指定 し、

レコー ドの先頭1バ イ トに制御文字を用いることにより可能

です。この場合、制御文字部に右の表以外のコー ドは使用で

きません。



例題1分 割型順編成READ

※ 注)セ ンター に ファイル登 録 した もの を

読 む と きにはBUFを540語 と りT

MOD=8,RCDSIZE=90,

BLKSIZE=2430と 指 定す る こ

と。



例 題2MT1ブveッ ク ・15レu一 ド を1ブ ロ ッ ク=10レ コ ー ドに



例題3分 割型順編成WRITE



エ ラーの検 出

各ルー チ ンの処理 中、何 らかのエ ラー が生 じて 、ILLが0以 外の値 で戻 って来た場 合の通知情

報 はそれ ぞれ次 の通 りである。

1.OPENエ ラー(FOPENでILL==100の と き)

CLOSEエ ラー(FCLOSEでILLニ200の と き)

エ ラーの種類 に よ りFCB(8)の それ ぞれの ビッ トをONに す るこ とに よ り情報通知 を行 な

う。

ビ ッ ト位 置

OFD名 が 一致 しない(OPEN)

2フ ァ イル 名が一致 しない。

4FD文 中 に機種(DEVD)の 指 定が ない

5CLOSEさ れ て いないフ ァイルにOPENし よ うとした。

7最 終 フ ァイルの後書 きラベ ルがEOVな の で ファイル追加不可能(OPEN)

11ア クセ ス中のフ ァイルをCLOSEし よ うとした

15ボ リュー ム指 定数が1でEOTを 見 出 したの でフ ァイル追加不可能(OPEN)

240PENさ れ て いないフ ァイル をCLOSEし よ うとした。

2.READエ ラー(FREADでILL=2の と き)

WRITEエ ラー(FWRITEでILL=3の と き)

FCB(27)の そ れぞれの ビ ッ トをONに して、エ ラー情報 を通知 す る。

ビ ッ ト位 置

20MTノ イ ズブロ ック(18バ イ ト未満の ブロック)

21ハ ー ドエ ラー

22ダ ミィフ ァイル

23FCB(27)～FCB(31)ま で に インバ リッ ドあ り

24FCB(1)～FCB(26)ま で に または制御文 字に インバ リッ ドあ り。

25ブ ロ ック長=0(大 記 録FORMATWRITE以 外)

27BUFが 偶 数番地か ら始 まっていな い。

3.MT複 数 個使用 の場合 、ボ リュー ム切換 え時のエ ラー(FREAD,FWRITEでILL=5)

FCB(27)に 情 報 を通知 す る。



FCB(27)

o 835

通 知 情報(8進 表 示)

100フ ァ イルがOPENさ れ てい ない

1o41/o動 作 が正常 に逐行 で きない

105フ ァ イル ラベ ルの識別 記号が正 しくない

iO6ブ ロ ック数 が一致 しない。

112FDBが 読 め ない

4.パ ラ メー タの個数不 一致の場合 は それ ぞれ次の完了 コー ドで終 る。

401… …FOPEN

4()2… …FCLOSE

403… …FREAD

4o4… …FWR王TE

405… …FPOINT

406… …MCLOSE


